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〇はじめに 
本事前情報通知 (PIN) は、作業契約の入札授与および実行につながる公開入札調達プロセスの最初

のステップです。作業の範囲は、年間タスクオーダーによって開始されます。本文書の目的は作業範

囲と入札プロセスに関する技術的な内容の基本的な要約を提供することです。国内機関は、今後の入

札に先立ち、これらのサービスを提供できる企業、機関、またはその他の団体に対して、入札の詳細

情報を事前に通知してください。 
 
〇背景 
ITER は平和利用の核融合発電の科学的および技術的な実現可能性の実証を目的とした、国際共同研

究開発プロジェクトです。ITER 機構の 7 つのメンバーは、;欧州連合 (EURATOM が代表) 、日本、

中華人民共和国、インド、大韓民国、ロシア連邦、および米国です。 
ITER の敷地はフランス南東部のブーシュデュローヌ地区にあり、ITER 本社（HQ）もあるフランス

CEA サン・ポール・レ・デュランス に近いところに位置しています。詳細については、ITER のウ

ェブサイト http://www.iter.org を参照して下さい。 
 
〇作業範囲 
選ばれた契約者は、ITERのベースライン実行パフォーマンスと詳細な実行スケジュールの計画、監視、管

理、管理、報告のために、IOにプロジェクト管理サービスを提供する必要があります。 
作業範囲を実行する契約者は、IOに承認された管理計画、方針、手順、作業指示書、ガイドラインのフレー

ムワークに従うことになります。このフレームワークは、ITERプロジェクトの独自のガバナンスにより、通

常のプロジェクト管理慣行から逸脱することが多いことに注意してください。ITERプロジェクト管理計画

は、主なガバナンスとプロセスのフレームワークを定めています。 
IOのベースライン構造は、以下の図1に示されています。 
 
図1 – ITERベースライン構造 
（詳細は技術仕様書を参照下さい） 
 
IOは月次進捗更新と報告サイクルを遵守します。関連する月次タスクは、このカレンダーを遵守して完了す

る必要があります。 
IOの財務およびプロジェクトサービス部門（FPS）は、建設プロジェクト事務所（CPO）を通じてスタッフ

と契約者サービスを割り当て、建設プログラム（9）およびプロジェクト（47）を支援し、プロジェクトリ

ーダーが詳細な実行およびベースラインパフォーマンスの管理、監視、スケジューリング、予測、報告を継



続的に支援できるようにします。FPSには、各技術分野のプロジェクト管理支援サービスを担当するIOのス

タッフ（サービスエリア責任者 - SRO）と、各プログラムの契約者作業の実行を担当するプロジェクト管理

専門家（PCE）が割り当てられています。IOの組織および建設プログラムの詳細は、以下のウェブサイトに

掲載されています。 
https://www.iter.org/sites/default/files/media/2025-02/iter_organizational-chart_02-2025_final.pdf 
 
各技術分野に定義されたサービス担当者の予想されるレベルは、IOからの現在の見積もりです。 
作業の量は、提案依頼書（RFP）に提供される技術仕様書でさらに詳細に説明され、現段階でのサービス担

当者のレベルを精緻に評価できるようになります。 
異なる技術分野については、次のセクションでさらに詳述します。 
 
1 スケジューリング管理サービス 
必要なスケジューリング管理サービスは、ITERの建設プログラムおよびプロジェクトに直接割り当てられた

作業範囲、およびいくつかの横断的機能に対して、時間段階的でリソースを積んだマスタースケジュールの

開発、維持、実行を支援するものです。また、このサービスは、近い将来の詳細な作業スケジュールのロー

ルングウェーブ開発、実行、管理を支援します。 
マスタースケジュールは、範囲、スケジュール、コストの統合を反映しており、作業予測、得られた価値パ

フォーマンス測定、分析、報告、およびベースライン変更管理に使用されます。 
マスタースケジュールは正式な変更管理下にあり、Primaveraソフトウェアを使用してITER機構によって開

発および維持されます。ロールングウェーブアプローチで開発され、実行年NおよびN+1の作業パッケー

ジ、および将来の年の計画パッケージで維持されます。 
これはさらに、IOおよびDAの詳細な作業スケジュール（DWS）および供給者スケジュールによって支えら

れています。これらは、特定のシステムやコンポーネントのIOおよびDAの調達に関する詳細な実行計画お

よび現場での設置・試運転作業スケジュール（C-DWS）です。DWSは正式な変更管理下にはありません。 
必要なスケジュール管理サービスには以下が含まれます： 
 
 IOおよびDA要素のスケジューリングシステムの統合、統合スケジュールの月次予測分析、スケジュー

ルベースラインの維持、ベースラインに対するスケジュール状況のプロジェクトリーダー（PL）および

技術責任者（TRO）への報告。 
 月次進捗更新、クリティカルパス分析、研究、及びマスタースケジュールおよびDWS内でのそれぞれの

WBS要素に対する正式な変更の実施。 
 近い将来の現場建設作業における詳細な設置作業パッケージの実行スケジュール、順序付け、分析、調

整。 
 マスタースケジュール内でのリソースおよびコストの積み込みと維持。 
 これらのサービスの主要な要素には、PLおよびTROへの支援が含まれ、各自の特定のWBSエリアに対

するスケジューリング、予測、見積もり、およびリスク・機会の軽減管理の支援が行われます。具体的

には、サービスは完了時の予測見積もり、予算サイクル計画、および月次の差異分析と報告を支援しま

す。 

https://www.iter.org/sites/default/files/media/2025-02/iter_organizational-chart_02-2025_final.pdf


 Primaveraおよびその他のプロジェクト管理関連システムでの計画情報の維持。例えば、次のようなシ

ステム： 
○ イシューマネジメントデータベース 
○ プロジェクトリスクおよび機会レジスター 
○ DWS間通信管理システム 
○ プロジェクトマネジメント報告システム 

 
さらに、マスタースケジュールおよびDWSに加えて、スケジュール管理サービスは、各IO PLおよびPCEに

よって指示された追加の詳細な作業レベルのスケジュールの開発および管理、現場での設置および試運転作

業のための詳細なスケジューリング作業をカバーします。 
2034年以降のPost SRO作業の詳細な設置計画は、契約期間中にIO建設プロジェクトチームと共に開発され

ます。 
スケジューリング管理業務には、スケジューリングシステムへの月次サイクル管理および内部データ転送、

ならびにOracle Primaveraのシステム/ユーザー管理も含まれます。 
契約実行中に、特定のサブプロジェクトの研究に対する4D計画など、その他のスケジューリングタスクやシ

ステムが範囲に追加される可能性があります。 
このサービスを実行するには、20〜40人のスケジューラーが必要と予想されます（時間とともに変動）。 
 
2 リスクおよび機会管理 
IO FPSは、リスクおよび機会（R&O）の識別、評価、優先順位付け、管理計画、報告、分析、対応計画、

監視、管理のための方法、プロセス、ツール、およびガバナンスルールを実施することにより、ITERのリス

クおよび機会に関する能力の開発と監視を担当します。契約者は、R&Oプロセスの実行を支援します。 
 
ITERプロジェクトには、R&O管理作業を支援するための専用のITERプロジェクトリスクおよび機会レジス

ター（PROR）があります。契約者は、イベントR&Oの定期的な定量化、IO-CTおよびIO-DA全体でのR&O
評価の標準化、及び日常的なR&Oレビューとそのステータス更新の埋め込みを実施することで、PRORの維

持を担当します。契約者は、PLおよびTROに対してR&O専門家として支援を提供し、既存のR&Oのレビュ

ー、新たなイベントR&Oの識別、評価、記録、および対応計画の実施状況の監視を行います。 
 
R&Oの評価は、プロジェクトのベースライン計画を最適化し、主要なプロジェクト作業と軽減措置の優先順

位付けを行うための管理ツールとして使用されます。R&Oは、リスクおよび機会管理手順で説明されたアプ

ローチを使用して識別および定量化されます。 
契約者は、Primavera Risk Analysisソフトウェアを使用して定量的リスク分析（モンテカルロシミュレーシ

ョン）を実施し、高リスクおよび不確実性の領域を特定し、プロジェクトが保持すべき適切な時間およびコ

ストの余裕を計算することができます。これは年に一度行われます。 
このサービスを実行するには、2〜5人のR&Oマネージャーが必要と予想されます（時間経過後に変わる可能

性あり）。 
 



〇調達プロセスと目的 
目的は、競争入札プロセスを通じて供給契約を落札することです。 
この入札のために選択された調達手続きは公開入札手続きと呼ばれます。 
オープン入札手順は、次の 4 つの主要なステップで構成されています。  

 ステップ 1-事前情報通知 (PIN) 
事前通知（Prior Indicative Notice）は、公開入札プロセスの最初の段階です。IO は、国内

機関に対して、今後の入札に関する情報を公開するよう正式に招待し、企業、機関、または

その他の団体に入札の機会を事前に知らせます。入札に興味のある方は、下記の調達スケジ

ュールに示された期限までに、表明書（Annex I）を E メールでご提出くださいますようお

願いいたします。 
 
特に注意: 
関心のある候補企業は、IO Ariba の電子調達ツール 「IPROC」 に登録してください (ま
だ登録していない場合) 。手順については、https://www.iter.org/fr/proc/overview を参照し

てください。 
 
Ariba (IPROC) に登録する際には、お取引先様に最低 1 名の担当者の登録をお願いしま

す。この連絡担当者は、提案依頼書の発行通知を受け取り、必要と思われる場合は入札書類

を同僚に転送することができます。 
 

 ステップ 2-入札への招待（ITT） 
PIN の発行から 14 作業日以内に、事前情報通知（PIN）を入札への招待（ITT）に掲載しま

す。この段階では、担当の調達担当者に関心を示し、かつ IPROC に登録している関心のあ

る候補企業は、RFP が公表された旨の通知を受けることができます。その後、PIN に詳述さ

れている入札説明書に従って提案書を作成し、提出します。  
 
特に注意: 
このツールに登録されている企業のみが入札に招待されます。 
 

 ステップ 3 – 入札会議 
入札者に対して作業範囲および調達・契約ルールを説明するため、オンラインで入札会議が

開催されます。 
 

 
 ステップ 4-入札評価プロセス 

入札者の提案は、IO の公平な評価委員会によって評価されます。入札者は、技術的範囲に沿

って、かつ、入札への招待（ITT）に記載された特定の基準に従って作業を実施するため

に、技術的遵守を証明する詳細を提供しなければなりません。  



 
 ステップ 5–契約授与 

フレームワーク契約は、入札への招待（ITT）で説明された評価基準と方法論に基づき、コ

ストパフォーマンスが最も優れた入札者に授与されます。 
 
〇概略日程 
概略日程は以下の通りです： 
マイルストーン 暫定日程 

事前指示書（PIN）の発行 2025年 3月 10日 

関心表明フォームの提出 2025年 3月 24日 

iPROC での入札への招待（RFP）の発行 2025年 3月 31日 

入札会議（オンライン） 2025年 4月 4日 

iPROC で入札提出 2025年 5月 12日 

入札評価 2025年 5月-6月 

契約授与 2025年 7月 

契約調印 2025年 8月 

タスクオーダースタート 2025年 9月 

 
〇契約期間と実行 
ITER機構は2025年9月ごろに授与する予定です。予想される契約期間は、2025年のQ4の３か月の導入移行

期間を含め、固定期間6年となる見込みです。 
 
ITERでの作業に使われる言語は英語です。プロレベルの流暢さが求められます（話す、書く両方）。 
 
〇経験 
以下のサービス分野ごとの詳細な経験が、必要なタスクを実行するために必要とされます。これは、

提案依頼書の次の段階でさらに詳細化されます。 
 
1 計画・スケジューリング範囲 
 

 Oracle Primavera P6 を使用した複雑なスケジュールの開発、維持、実行経験は必須であ

り、Oracle Primavera Cloud の使用経験があると望ましい。 
 Primavera を使用した厳格な変更管理プロセスおよびスケジュールベースラインの管理経

験。 
 複数ユーザー/複数役割の環境での Oracle Primavera の管理および運用経験。 
 ANSI 748 または ISO 21508 の実績評価管理（Earned Value Management）を使用して、

大規模で複雑なプロジェクトのパフォーマンスを測定、分析、報告する経験。 
 PMI、APM、PRINCE またはそれと同等の認証、ならびに P6 および SAP の知識があると



望ましい。 
 
〇候補 
参加は、個人またはグループ/コンソーシアムに参加するすべての法人に開放されます。法人とは、法

的権利及び義務を有し、ITER 加盟国内に設立された個人、企業又は機構をいいます。ITER 加盟国

は欧州連合(EURATOM メンバー)、日本、中華人民共和国、インド共和国、大韓民国、ロシア連邦 
、アメリカ合衆国です。 
 
法人は、単独で、またはコンソーシアムパートナーとして、同じ契約の複数の申請または入札に参加

することはできません。共同事業体は、恒久的な、法的に確立されたグループ又は特定の入札手続の

ために非公式に構成されたグループとすることができます。 
 
コンソーシアムのすべての構成員(すなわち、リーダーと他のすべてのメンバー)は、ITER 機構に対し

て連帯して責任を負います。 
 
コンソーシアムとして許可されるために、その点で含まれる法人はコンソーシアムの各メンバーをま

とめる権限をもつリーダーをもたなければなりません。このリーダーはコンソーシアムの各目メンバ

ーのために責任を負わなければなりません。 
 
指名されたコンソーシアムのリーダーは、入札段階で、コンソーシアムのメンバーの構成を説明する

予定です。その後、候補者の構成は、いかなる変更も ITER 機構に通知することなく変更してはなり

ません。かかる認可の証拠は、すべてのコンソーシアムメンバーの法的に授権された署名者が署名し

た委任状の形式で、しかるべき時期に IO に提出しなければなりません。 
 
【※ 詳しくは添付の英語版技術仕様書「Project Control Support Services to IO」をご参照ください。】 
ITER 公式ウェブ http://www.iter.org/org/team/adm/proc/overview からもアクセスが可能です。 
 

「核融合エネルギー研究開発部門」の HP： http://www.fusion.qst.go.jp/ITER/index.html 
では ITER 機構からの各募集（IO 職員募集、IO 外部委託、IO エキスパート募集）を逐次更新してい

ます。ぜひご確認ください。 

http://www.iter.org/org/team/adm/proc/overview
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イーター国際核融合エネルギー機構からの外部委託 
に関心ある企業及び研究機関の募集について 

 

＜ITER 機構から参加極へのレター＞ 

 

 以下に、外部委託の概要と要求事項が示されています。参加極には、提案された業務

に要求される能力を有し、入札すべきと考える企業及び研究機関の連絡先の情報を ITER

機構へ伝えることが求められています。このため、本研究・業務に関心を持たれる企業及

び研究機関におかれましては、応募書類の提出要領にしたがって連絡先情報をご提出下

さい。 
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PRIOR INDICATIVE NOTICE (PIN)

OPEN TENDER SUMMARY

IO/25/OT/70001261/EBT

for 

Project Controls Support Services

Abstract

The purpose of this summary is to provide prior notification of the IOs intention to launch a competitive Open 
Tender process in the coming weeks. This summary provides some basic information about the ITER 
Organisation, the technical scope for this tender, and details of the tender process for the provision of project 
management support services. 
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1 Introduction

This Prior Indicative Notice (PIN) is the first step of an Open Tender Procurement Process leading to the 
award and execution of Framework Contract(s). 
The purpose of this document is to provide a basic summary of the technical content in terms of the scope of 
work, and the tendering process.
The Domestic Agencies are invited to publish this information in advance of the forth-coming tender giving 
companies, institutions or other entities that are capable of providing these services prior notice of the tender 
details.        

2 Background

The ITER project is an international research and development project jointly funded by its seven Members 
being, the European Union (represented by EURATOM), Japan, the People’s Republic of China, India, the 
Republic of Korea, the Russian Federation and the USA. ITER is being constructed in Europe at St. Paul–
Lez-Durance in southern France, which is also the location of the headquarters (HQ) of the ITER Organization 
(IO).

For a complete description of the ITER Project, covering both organizational and technical aspects of the 
Project, visit www.iter.org.

3 Scope of Work
The selected Contractor will have to provide Project Management services to the IO, for the planning, 
monitoring, managing, controlling and reporting of the ITER baseline execution performance and the 
detailed underlaying executions schedules. 

The Contractor executing the scope of work described will follow IO approved framework of management 
plans, policies, procedures, work instructions and guidelines. Note that often this framework deviates from 
usual project control practice due to the unique governance of the ITER project. The ITER Project 
Management Plan sets out the main governance and process framework.

The IO baseline structure is illustrated in figure 1 below. 

http://www.iter.org/
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Figure 1 – ITER baseline structure

IO follows a monthly progress update and reporting cycle.  The relevant monthly tasks have to be completed 
respecting this calendar.

The IO Finance and Project Services Division (FPS) will assign staff and Contractor services through the 
Construction Project Office (CPO) in support of to the Construction Programs (9) and Projects (47) to 
continuously support the Project Leaders in controlling, monitoring, scheduling, forecasting and reporting 
detailed execution and Baseline performance. The FPS has IO staff (Service area Responsible Officers - 
SRO) assigned leading the project management support services for each technical area and a Project 
Controls Expert (PCE) assigned leading the associated execution of Contractor work for each Program. The 
IO Organisation and Construction Programs is available on our website at 
https://www.iter.org/sites/default/files/media/2025-02/iter_organizational-chart_02-2025_final.pdf

The anticipated level of service personnel defined for each technical area is the current estimate from IO. 
The volume of activities will be further detailed in the Technical Specification provided for the Request for 
Proposal (RFP), allowing refined assessment of the level of service personnel at this stage.

The different Technical Areas are further described in the next sections.

https://www.iter.org/sites/default/files/media/2025-02/iter_organizational-chart_02-2025_final.pdf
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3.1 Scheduling Control Services

The required Scheduling Control services shall support the development, maintenance and execution of the 
time-phased, resource-loaded Master Schedule for the ITER work scope directly assigned to the construction 
programs and projects and some transversal functions. The service also supports the continuous rolling wave 
development and execution and control of their near term detailed work schedules. 

The Master Schedule reflects the integration of scope, schedule, and cost, and is used for work forecast, 
earned value performance measurement, analysis, and reporting as well as for baseline change management. 
The Master Schedule is under formal change control. It is developed and maintained by the ITER 
Organization using Primavera software. It is developed and maintained with a rolling wave approach with 
work packages in the execution year N and N+1, and planning packages in the future years.

It is further underpinned by IO and DA Detailed Working Schedules (DWS) and Supplier Schedules, which 
are the detailed execution plans for IO and DA procurements for specific systems and components as well as 
installation and commissioning work schedules on site (the C-DWS). The DWS are not under formal change 
control. 

The required Schedule Control services include:

 The integration of IO, and DA elements of the scheduling system, monthly forecast analysis of the 
integrated schedule, maintenance of the schedule baseline, reporting schedule status against the 
baseline to the Project Leaders (PLs) and Technical Responsible Officers (TROs) for their assigned 
WBS area and IO management.  

 The management of monthly progress updates, critical path analysis and studies and implementation 
of formal changes to their respective WBS elements within the Master Schedule and the DWS.  

 The weekly and/or monthly detailed installation work package execution scheduling, sequencing, 
analysis and coordination for near term on site construction work.

 The loading and maintenance of resources and costs in the Master Schedule.

 A major element of these services includes support to the PLs and TROs in the scheduling, forecasting, 
estimating and managing risk and opportunity mitigation for their respective specific WBS areas. 
Specifically the service will support producing forecast Estimate at Completion and budget cycle 
planning, and monthly variance analysis and reporting in support of their assigned WBS.

 The maintenance of Primavera and planning information in the other project control related systems 
such as:

o The Issue Management Database
o The Project Risk and Opportunity Register
o The DWS Inter-Correspondence Management System
o The Project Management Reporting System

In addition to the Master Schedule and DWS, the Schedule Control services cover the development and 
management of additional detailed working level schedules as directed by their respective IO PL and PCE as 
well as detailed near term scheduling work for on-site installation and commissioning activities.

A Detailed installation plan for Post SRO (post 2034) work will be developed with the IO Construction 
Project teams during the contract duration.

The Scheduling Control task also includes the monthly cycle administration and internal data transfer to and 
from the scheduling system as well system/user administration of Oracle Primavera.

Other scheduling tasks and systems, for instance 4D planning for specific sub-project studies, may be added 
to the scope during the execution of the contract.
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It is anticipated that there will be a need of between 20-40 Schedulers to execute this service (varying over 
time).

3.2 Risk and Opportunity Management
The IO FPS is responsible of the development and monitoring of ITER’s capabilities on Risks and 
Opportunities (R&O) by implementing methods, processes, tools and governance rules for R&O 
identification, assessment, prioritization and management planning, R&O reporting, R&O analyses as well 
as R&O response planning, monitoring and controlling. The Contractor will facilitate the execution of the 
P&O process.

There is a dedicated ITER Project Risk and Opportunity Register (PROR) to support R&O Management 
activities within the ITER Project. The Contractor will be responsible for maintaining the PROR by 
performing regular quantification of event R&Os, standardisation of event R&Os assessment across IO-CT 
and IO-DA, and to embed routine R&O reviews and their status update. The Contractor will provide support 
to PLs and TROs as a R&O expert in reviewing existing R&Os, identifying, assessing and recording new 
event R&Os and in monitoring the implementation of response plans.

The R&O assessments will be used as a management tool to optimize the project baseline planning and to 
prioritize key project activities and mitigation actions. The R&Os will be identified and quantified using an 
approach described in the Risk and Opportunity Management Procedure. 

The Contractor may also perform Quantitative Risk Analysis -“Monte Carlo” simulations- using Primavera 
Risk Analysis software to identify potential areas of high risk and uncertainty and to calculate the 
appropriate amount of time and cost contingency that the project should retain. This is done once a year.

It is anticipated that there will be a need of between 2-5 R&O managers to execute this service (varying over 
time).

4 Procurement Process & Objective

The objective is to award Framework Contract(s) through a competitive bidding process. 

The Procurement Procedure selected for this tender is called the Open Tender procedure. 

The Open Tender procedure is comprised of the following four main steps:  

 Step 1- Prior Indicative Notice (PIN): 
The Prior Indicative Notice is the first stage of the Open Tender process. The IO formally invites the 
Domestic Agencies to publish information about the forth coming tender in order to alert companies, 
institutions or other entities about the tender opportunity in advance. Interested tenderers are kindly 
requested to return the expression of interest form (Annex I) by e-mail by the date indicated in the 
procurement timetable below.   

Special attention: 
Interested tenderers are kindly requested to register in the IO Ariba e-procurement tool called 
“IPROC”. The registration process is described at the following link:  
https://www.iter.org/fr/proc/overview.
When registering in Ariba (IPROC), suppliers are kindly requested to nominate at least one 
contact person. This contact person will be receiving the notification of publication of the 
Request for Proposal and will then be able to forward the tender documents to colleagues if 
deemed necessary.

 Step 2 – Request for Proposal : 
Within 14 days of the publication of the Prior Indicative Notice (PIN) the Request for Proposal will 
be sent in IPROC to the Tenderers who expressed their interests. This stage allows interested bidders 
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who have seen the PIN to obtain the tender documents and to prepare and submit their proposals in 
accordance with the tender instructions.

Special attention: 
Only companies registered in the IPROC tool will be invited to the tender.   

 Step 3 – Tender conference
An online tender conference will be organised in order to present to the tenderers the scope of work 
as well as the procurement and contracts rules. 

 Step 4 - Tender Evaluation Process :
Tenderers proposals will be evaluated by an impartial, professionally competent technical evaluation 
committee of the ITER Organization. Tenderers must provide details demonstrating their technical 
compliance to perform the work in line with the technical scope and in accordance with the particular 
criteria listed in the Request for Proposal (RFP).

 Step 5 – Contract award :
Framework contract(s) will be awarded on the basis of best value for money according to the 
evaluation criteria and methodology described in the Request for Proposal (RFP). 
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Procurement Timetable

The tentative timetable is as follows: 

Milestone Date

Publication of the Prior Indicative Notice (PIN)  10 Mar. 25
Submission of expression of interest form 24 Mar. 25  
Request for Proposal (RFP) publishing on IPROC 31 Mar. 25  
Tender Conference (online) 4 Apr. 25
Tender Submission in IPROC 12 May. 25  
Tender Evaluation  May- Jun. 25
Contract Award  Jul. 25
Framework Contract Signature    Aug. 25
Task order 1 start   Sep.25

5 Quality Assurance Requirements

Prior to commencement of any work under this Contract(s), a “Quality Plan” shall be produced by the Supplier 
and SubContractors and submitted to the IO for approval, describing how they will implement the ITER 
Procurement Quality Requirements.

6 Contract Duration and Execution

The ITER Organization shall award Framework Contract(s) around September 2025. The estimated contract 
duration shall be 6 years firm with the 3 months implementation and transition in Q4 2025.

The working language of ITER is English, and a fluent professional level is required (spoken and written).

7 Experience 

The below detailed experience per service area is considered necessary to perform the required tasks. It will 
be further refined in the next stages of the Request for Proposal.

7.1 Planning & Scheduling scope

 development, maintenance and execution of complex schedules in an enterprise multi-project 
environment with Oracle Primavera P6 is mandatory, experience in using Oracle Primavera Cloud is 
preferred. 

 rigorous change control process and management of schedule baselines with Primavera.

 experience in the management and administration of Oracle Primavera in a multiple user / multiple 
role environment. 

 experience in the implementation and management of large complex projects using ANSI 748 or ISO 
21508 Earned Value Management to measure, analyse and report project performance.

  Certification by PMI, APM, PRINCE or equivalent and knowledge of P6 and SAP is preferred.

7.2 Risk and Opportunity Management scope

 wide experienced in risk analysis for complex projects from a strategic level.  
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 experience in the development and implementation of risk and opportunity mitigation actions.

 Experience with risk modelling systems such as PertMaster and AtRisk.

8 Candidature 

Participation is open to all legal entities participating either individually or in a grouping/consortium. A legal 
entity is an individual, company, or organization that has legal rights and obligations and is established within 
an ITER Member State.  
Legal entities cannot participate individually or as a consortium partner in more than one application or tender 
of the same contract. A consortium may be a permanent, legally established grouping, or a grouping which 
has been constituted informally for a specific tender procedure. All members of a consortium (i.e. the leader 
and all other members) are jointly and severally liable to the ITER Organization.
In order for a consortium to be acceptable, the individual legal entities included therein shall have nominated 
a leader with authority to bind each member of the consortium, and this leader shall be authorised to incur 
liabilities and receive instructions for and on behalf of each member of the consortium. 

It is expected that the designated consortium lead will explain the composition of the consortium members in 
a covering letter at the tendering stage. Following this, the Candidate’s composition must not be modified 
without notifying the ITER Organization of any changes. Evidence of any such authorisation shall be 
submitted to the IO in due course in the form of a power of attorney signed by legally authorised signatories 
of all the consortium members.

9 Sub-contracting Rules

All sub-Contractors who will be taken on by the Contractor shall be declared with the tender submission. Each 
sub-Contractor will be required to complete and sign forms including technical and administrative information 
which shall be submitted to the IO by the tenderer as part of its tender. 

The IO reserves the right to approve any sub-Contractor which was not notified in the tender and request a 
copy of the sub-contracting agreement between the tenderer and its sub-Contractor(s). For each Contract, sub-
contracting is allowed but it is limited to one level, and its cumulated volume is limited to 30% of the total 
Contract value. Two levels of sub-contracting may be considered for very specific activities which will be 
mentioned by the IO in the Tender documentation. 



ANNEX I 
 

EXPRESSION OF INTEREST & PIN ACKNOWLEDGEMENT 
 

To be returned by e-mail to:  emilie.blanchet@iter.org   copy Takakazu.kimura@iter.org 
 
 

TENDER No.  IO/25/OT/70001261/EBT 

DESIGNATION of SERVICES: framework contract for Project Controls Support 
Services 

OFFICER IN CHARGE: Emilie Blanchet – Procurement & Contracts 
Division ITER Organization 

 WE ACKNOWLEDGE HAVING READ THE PIN NOTICE FOR THE ABOVE 
MENTIONED TENDER  

  WE INTEND TO SUBMIT A TENDER 
 

 WE WILL NOT TENDER FOR THE FOLLOWING REASONS: 
 
 
……………………………………………………………………………………………………………………. 
 
 
 
 

 
 
Signature: 
 

 
 

COMPANY STAMP 
 
 

Name:  .....................................................................  

Position:  ..................................................................  

Tel:  ..........................................................................  

E-mail .......................................................................  

Date:  .......................................................................  

 

mailto:emilie.blanchet@iter.org
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